
多
く
の
中
堅
・
中
小
企
業
を

顧
客
に
持
っ
て
お
り
、
本
学

の
産
学
連
携
の
発
展
に
お
い

て
、
今
回
の
連
携
・
協
力
が

果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
さ

ら
に
、
産
学
連
携
の
成
果
を

ビ
ジ
ネ
ス
ま
で
結
実
さ
せ
る

た
め
に
、
従
来
か
ら
の
産
学

官
に
「
金
」（
金
融
）
を
プ
ラ

ス
し
た
「
産
学
官
金
」
と
し

て
同
金
庫
と
連
携
を

深
め
る
こ
と
に
よ
り
、

開
発
投
資
や
設
備
投

資
に
関
わ
る
資
金
調

達
な
ど
中
堅
・
中
小

企
業
が
抱
え
る
課
題

解
決
も
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
同
金
庫
の

顧
客
と
な
っ
て
い
る

中
堅
・
中
小
企
業
は
、

本
学
学
生
の
就
職
先

の
候
補
に
も
成
り
得

る
。
本
学
の
存
在
が

少
し
で
も
多
く
の
中

堅
・
中
小
企
業
に
認

知
さ
れ
る
よ
う
、
同

金
庫
と
本
学
と
の
多

面
的
な
連
携
活
動
を

果
的
な
連
携
へ
と
昇
華
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
今

回
の
包
括
的
連
携
・
協
力
が

行
わ
れ
た
。

　

大
学
が
多
く
の
企
業
と
の

出
会
い
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
は
、
産
学
連
携
に
お
い

て
大
学
と
企
業
を
仲
介
で
き

る
組
織
が
重
要
と
な
る
。
同

金
庫
は
東
京
都
内
を
中
心
に

　

落
合
理
事
長
に
は
以
前
よ

り
、
教
員
の
個
人
的
な
関
係

の
も
と
で
、
専
門
職
大
学
院

の
授
業
に
お
け
る
ゲ
ス
ト
ス

ピ
ー
カ
ー
や
専
門
職
大
学
院

開
学
10
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
パ
ネ
ラ
ー
な
ど
を
依

頼
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

こ
う
し
て
培
わ
れ
て
き
た
繋

が
り
を
、
よ
り
多
面
的
で
効

展
開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

本
学
は
今
回
の
包
括
的
連

携
・
協
力
の
枠
組
み
を
積
極

的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
同
金
庫
と
の
「
産
学
官

金
」
連
携
や
、
多
く
の
中

堅
・
中
小
企
業
と
の
連
携
実

現
を
模
索
し
て
い
く
。

　

式
は
９
月
20
日
、
14
号
館

会
議
室
に
て
執
り
行
わ
れ

た
。

　

午
前
９
時
30
分
よ
り
秋
季

学
位
記
授
与
式
、
留
学
生
別

科
修
了
証
書
授
与
式
が
挙
行

さ
れ
、
学
部
72
名
、
大
学
院

工
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程

１
名
、
留
学
生
別
科
10
名

（
早
期
修
了
２
名
含
む
）
が

出
席
し
た
。

　

成
田
学
長
は
告
辞
で
「
Ａ

Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
に
よ
っ

て
労
働
力
不
足
は
解
消
さ
れ

る
と
い
う
楽
観
論
も
あ
る

が
、
簡
単
な
問
題
で
は
な

い
。
少
な
く
と
も
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
に
求
め
ら
れ
る
仕

事
の
質
や
要
求
さ
れ
る
ス
キ

ル
は
今
と
は
全
く
異
質
な
も

の
に
な
る
だ
ろ
う
。
勉
強
は

今
日
で
終
わ
り
と
は
決
し
て

思
わ
ず
、
生
涯
学
び
続
け
る

と
い
う
姿
勢
を
持
ち
続
け
て

ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ

た
。
柳
澤
理
事
長
に
よ
る
祝

辞
、
廣
瀬
後
援
会
長
、
土
井

工
友
会
長
か
ら
の
記
念
品
贈

呈
と
進
み
、
全
員
で
校
歌
を

斉
唱
し
締
め
く
く
っ
た
。
式

終
了
後
に
は
、
恩
師
を
囲
ん

で
記
念
撮
影
を
す
る
な
ど
最

後
の
思
い
出
づ
く
り
を
す
る

場
面
も
見
ら
れ
た
。

　

続
い
て
正
午
よ
り
、
同
会

場
に
て
秋
季
入
学
式
が
挙
行

さ
れ
た
。
本
学

で
の
学
生
生
活

を
新
た
に
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た

の
は
学
部
６
名
、

大
学
院
工
学
研

究
科
博
士
後
期

課
程
２
名
、
留

学
生
別
科
８
名
で
あ
る
。

　

成
田
学
長
式
辞
、
柳
澤
理

事
長
祝
辞
、
後
援
会
、
工
友

会
か
ら
の
記
念
品
贈
呈
と
進

む
中
、
少
し
緊
張
し
な
が
ら

も
決
意
に
満
ち
た
新
入
生
た

ち
の
表
情
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。

成田学長より修了証書を授与される修了生

総合討論では学生と講師が意見交換を行った

秋
季
学
位
記
授
与
式
・
入
学
式

留
学
生
別
科
修
了
式 

挙
行

第
一線
の
専
門
家
が
講
師
を
務
め
る

実
践
的
講
座「
創
業
の
基
礎
」

人
に
寄
り
添
う
ロ
ボ
ッ
ト
の

研
究
最
前
線

　

７
月
27
日
、
本
学
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
西
武
信
用
金
庫
の
落
合
寛
司
理
事

長
、
本
学
の
成
田
健
一
学
長
に
よ
る
「
包
括
的
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
書
」
の
調

印
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

中小企業との緊密な関係構築をめざす
西武信用金庫と包括的連携・協力

（左より）成田学長、落合理事長（西武信金）、柳澤理事長

日下理事長（左）より成田学長へ目録が贈られた

川
口
信
用
金
庫
寄
附
講
座
贈
呈
式

第
３
回
研
究
オ
ー
プ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
施
報
告

一
新
し
、
創
業
へ
の
想
い
を

如
何
に
し
て
具
体
化
し
て
い

く
か
を
中
心
に
、
現
役
の
中

小
企
業
診
断
士
や
日
本
政
策

金
融
公
庫
な
ど
創
業
支
援
に

従
事
し
て
い
る
専
門
家
を
講

師
に
加
え
、
実
践
的
で
分
か

り
や
す
い
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
創
業
を
目
指
す
方
だ
け

で
は
な
く
、
社
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
携
わ
る
方
な
ど
に
も

役
立
つ
内
容
と
な
っ
て
お

り
、
積
極
的
に
受
講
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
期
待
を
込

め
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
の
最
前
線
で
活

躍
す
る
専
門
家
講
師
か
ら

「
活
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
」
を
学

ぶ
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
機

会
と
あ
っ
て
、
創
業
の
志
を

持
つ
多
く
の
学
生
が
本
講
座

を
受
講
し
て
い
る
。

り
行
わ
れ
た
。
同
金
庫
の
日

下
義
章
理
事
長
が
目
録
を
読

み
上
げ
、
成
田
健
一
学
長
へ

と
贈
呈
さ
れ
た
。

　

７
年
目
と
な
る
本
寄
附
講

座
は
学
外
に
も
開
か
れ
た
講

座
と
な
っ
て
お
り
、
周
辺
地

域
の
社
会
人
の
参
加
も
想
定

さ
れ
て
い
る
。

　

講
座
開
設
に
あ
た
り
、
講

座
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担

う
同
金
庫
地
域
産
業
支
援
課

の
岸
則
行
氏
は
「
寄
附
講
座

は
今
年
度
で
７
年
目
を
迎
え

る
。
今
回
か
ら
講
義
内
容
を

金
庫
に
よ
る
寄
附
講
座
「
創

業
の
基
礎
」
の
贈
呈
式
が
執

　

９
月
８
日
、
本
学
14
号
館

理
事
室
に
お
い
て
川
口
信
用

　

平
成
30
年
度
の
先
進
工
学

部
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
の
ス

タ
ー
ト
を
記
念
し
て
７
月
21

日
、
福
祉
ロ
ボ
ッ
ト
に
関
す

る
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
本
学

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
現
在

の
福
祉
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
分
野

の
第
一
人
者
で
あ
る
早
稲
田

大
学
の
藤
江
正
克
名
誉
教

授
、
最
先
端
の
研
究
を
展
開

し
て
い
る
山
梨
大
学
の
寺
田

英
嗣
教
授
、
東
京
電
機
大
学

の
大
西
謙
吾
准
教
授
に
加

え
、
本
学
創
造
シ
ス
テ
ム
工

学
科
の
中
里
裕
一
教
授
、
秋

元
俊
成
准
教
授
か
ら
各
々
の

研
究
内
容
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
分
野
に
関
心
が

あ
る
教
職
員
、
学
生
、
高
校

生
な
ど
約
１
４
０
名
が
聴
講

し
、
長
時
間
に
わ
た
り
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

講
師
の
先
生
方
は
高
度
な
専

門
的
分
野
を
わ
か
り
や
す
く

丁
寧
に
解
説
し
、
特
に
学
生

や
高
校
生
に
と
っ
て
は
貴
重

な
機
会
に
な
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
締
め
く
く
り
の
総

合
討
論
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
研

究
を
目
指
す
学
生
に
対
し

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
た
。

「
自
分
が
作
っ
た
も
の
を

使
っ
て
も
ら
っ
て
『
こ
れ
い

い
で
す
ね
』
と
言
わ
れ
た
時

の
相
手
の
笑
顔
を
見
る
と
、

止
め
ら
れ
な
く
な
る
。
し
ん

ど
い
こ
と
だ
け
ど
、
一
つ
ず

つ
丁
寧
に
勉
強
し
て
も
ら
え

れ
ば
と
思
う
。
１
科
目
で
も

い
い
の
で
、
や
っ
ぱ
り
自
分

は
こ
れ
が
得
意
な
ん
だ
と
い

う
も
の
を
築
い
て
ほ
し
い
」。

　

福
祉
ロ
ボ
ッ
ト
は
日
本
が

世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
分

野
で
あ
り
、
今
後
の
人
類
に

と
っ
て
重
要
な
技
術
分
野
の

一
つ
。
本
学
の
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

研
究
も
そ
の
一
翼
を
担
っ
て

い
く
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
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中
小
企
業
診
断
コ
ー
ス
の
新
設
に
向
け
て

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

技
術
経
営
研
究
科　

研
究
科
長
・
教
授　

小
田  

恭
市 

　

技
術
経
営
研
究
科
で
は
、

中
小
企
業
技
術
経
営
コ
ー

ス
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
コ
ー
ス
、
起
業
・
第

二
創
業
コ
ー
ス
を
設
け
て
、

技
術
系
中
堅
・
中
小
企
業
の

経
営
者
・
後
継
者
・
幹
部
社

員
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
技

術
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関

す
る
社
会
人
教
育
を
進
め
て

き
た
。
本
年
度
よ
り
、
第
四

の
コ
ー
ス
と
し
て
、
国
家
資

格
で
あ
る
中
小
企
業
診
断
士

の
育
成
業
務
の
一
部
を
担
う

中
小
企
業
診
断
コ
ー
ス
の
開

設
を
目
指
し
て
中
小
企
業
庁

へ
申
請
手
続
き
を
進
め
て
い

る
。

　

現
在
、
中
小
企
業
診
断
士

は
約
２
万
人
程
度
で
あ
り
、

中
小
企
業
の
経
営
相
談
、
経

営
診
断
を
行
い
、
改
善
・
改

革
す
べ
き
点
を
提
案
す
る
な

ど
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
。
こ
の
中

小
企
業
診
断
士
の
資
格
を
取

得
す
る
た
め
に
は
、「
中
小

企
業
支
援
法
」
に
基
づ
き
中

小
企
業
診
断
士
第
一
次
試

験
、
二
次
試
験
に
合
格
し
、

実
務
補
習
等
を
修
了
す
る
こ

と
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
ち

な
み
に
、
平
成
28
年
度
の
中

小
企
業
診
断
士
第
一
次
試
験

の
受
験
者
は
約
１
万
４
０
０

０
人
で
合
格
者
は
約
２
４
０

０
人
（
合
格
率
は
17
・

７
％
）、
第
二
次
試
験
の
受

験
者
は
前
年
度
に
第
一
次
試

験
を
合
格
し
た
者
も
含
め
約

４
４
０
０
人
で
合
格
者
は
８

４
２
人
（
合
格
率
は
19
・

２
％
）
で
あ
り
、
極
め
て
狭

き
門
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
ス
キ
ー
ム
の
他

に
、
第
一
次
試
験
合
格
者
は

国
か
ら
中
小
企
業
診
断
士
登

録
養
成
機
関
と
し
て
認
定
さ

れ
た
機
関
が
実
施
す
る
養
成

課
程
（
経
営
診
断
Ⅰ
・
Ⅱ
の

演
習
科
目
・
実
習
科
目
）
を

修
了
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

第
二
次
試
験
等
が
免
除
さ
れ

る
制
度
が
あ
る
。
既
に
、
法

政
大
学
、
東
洋
大
学
等
は
中

小
企
業
診
断
士
登
録
養
成
機

関
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い

る
。

　

技
術
経
営
研
究
科
で
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
中
小
企
業

診
断
士
養
成
機
関
と
し
て
中

小
企
業
診
断
コ
ー
ス
を
新
設

し
て
経
営
診
断
Ⅰ
・
Ⅱ
の
演

習
科
目
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

枠
外
に
経
営
診
断
Ⅰ
・
Ⅱ
の

実
習
科
目
を
設
け
て
対
応
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

こ
の
中
小
企
業
診
断
コ
ー

ス
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
技
術
経
営
研
究
科
は
中

小
企
業
を
支
援
す
る
経
営
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
中
小
企
業

診
断
士
）
の
育
成
に
貢
献
す

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
、
技
術
経
営
研
究
科
が
目

指
す
「
中
堅
・
中
小
企
業
の

教
育
・
支
援
・
研
究
の
総
合

的
拠
点
」
と
し
て
の
存
在
感

を
強
め
る
こ
と
と
な
る
。
技

術
経
営
研
究
科
が
我
が
国
の

技
術
系
中
堅
・
中
小
企
業
を

元
気
に
す
る
拠
点
と
な
っ

て
、
日
本
の
「
も
の
づ
く
り

基
盤
」
の
形
成
に
も
貢
献
で

き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

接
触
を
望
ん
で
き
た
。
こ
れ

に
対
応
す
る
た
め
全
学
年
を

対
象
に
11
月
に
２
日
間
「
業

界
業
種
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施

し
た
。
さ
ら
に
「
学
内
合
同

企
業
説
明
会
」
を
３
月
に
５

日
間
、
４
月
に
４
日
間
の
計

９
日
間
実
施
し
た
。
こ
の
ほ

か
企
業
の
求
め
に
応
じ
て

「
学
内
個
別
企
業
説
明
会
」

を
随
時
実
施
す
る
こ
と
で
５

４
０
社
を
学
内
に
招
い
て
学

生
と
の
接
触
を
サ
ポ
ー
ト
し

た
。
こ
れ
ら
の
企
画
が
内
定

率
の
向
上
に
大
き
く
影
響
を

し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　

今
年
度
の
就
職
活
動
に
関

わ
る
協
定
は
前
年
度
と
同
じ

３
月
広
報
活
動
開
始
、
６
月

選
考
活
動
開
始
で
ス
タ
ー
ト

す
る
ル
ー
ル
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
実
態
は
年
明
け
早
々

に
選
考
が
開
始
さ
れ
、
６
月

以
前
に
多
く
の
学
生
が
内
々

定
を
得
て
い
た
。
そ
し
て
、

夏
休
み
終
了
時
に
は
約
８
割

の
学
生
が
内
定
を
獲
得
し
、

昨
年
度
同
時
期
と
比
較
し
て

１
割
以
上
高
い
内
定
率
を
達

成
し
て
い
る
。

　
「
売
り
手
市
場
」
と
言
わ

れ
た
今
年
度
、
企
業
は
昨
年

に
増
し
て
学
生
と
の
早
め
の

企
業
が
採
用
を
継
続
し
て
い

る
た
め
、
本
人
の
意
向
に
沿

う
よ
う
に
最
後
ま
で
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

　

次
年
度
に
就
職
活
動
を
行

う
３
年
生
に
つ
い
て
は
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し

た
学
生
も
多
く
、
企
業
に

よ
っ
て
は
採
用
も
考
慮
し
て

実
施
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
３
年
生
を
対
象
と
し
た

「
就
職
支
援
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

は
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の

書
き
方
な
ど
の
実
践
的
な
内

容
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。
今

年
度
、
接
触
時
期
は
さ
ら
に

早
ま
る
も
の
と
予
想
さ
れ

　

し
か
し
、
こ
の
時
期
に

な
っ
て
も
内
定
に
至
ら
ず
活

動
を
継
続
し
て
い
る
学
生
も

い
る
。
こ
れ
ら
の
学
生
に
対

し
て
は
、
保
護
者
と
本
人
を

交
え
た
三
者
面
談
を
10
月
７

日
に
就
職
支
援
課
に
て
実
施

し
た
。
今
年
度
は
職
員
と
の

面
談
だ
け
で
は
な
く
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
学
卒
ジ
ョ
ブ

サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
相
談
と

企
業
紹
介
会
社
（
就
職
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
）
に
よ
る
レ
ク

チ
ャ
ー
を
同
時
に
開
催
し

た
。
卒
業
研
究
の
ま
と
め
が

佳
境
に
入
る
こ
の
時
期
で
は

あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の

る
。
さ
ら
に
旺
盛
な
企
業
の

採
用
意
慾
に
答
え
る
た
め

に
、
今
年
度
の
「
業
界
業
種

セ
ミ
ナ
ー
」
を
11
月
19
日
、

26
日
、
12
月
３
日
の
３
日
間

実
施
す
る
。
こ
の
ほ
か
業
界

研
究
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に

学
科
単
位
で
の
企
画
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

就
職
支
援
情
報

今
年
度
の
就
職
状
況
と
3
年
生
へ
の
就
職
支
援

学内合同企業説明会

第9回 3D-CAD プロダクトデザインコンテスト

　今回で９回目となる3D-CADプロダクトデザイン
コンテストには、全国19都道県から36校が参加し、
テーマ部門「役に立つ“メカ”」に91作品（29校）、
自由デザイン部門に63作品（23校）、CGアイディ
ア部門に31作品（7校）の出展があった。
　入賞（CGアイディア部門除く）作品は全て3Dプ
リンタによって造形化され、入賞者に贈られた。テー
マ部門の優秀賞は複雑な機構を詳細に描いた田

中勇真さん（徳山工業高等専門学校）、また自由デ
ザイン部門の優秀賞はユニークで動きがある形状
を描いた田中直輝さん（青森県立十和田工業高等
学校）が受賞。また奨励学校賞は群馬県立前橋工
業高等学校ならび名古屋市立工芸高等学校の２
校が受賞した。
　なお、各部門の最優秀賞、ならびにCGアイディ
ア部門の優秀賞は該当無しであった。

応募総数185作品。入賞作品は造形化し展示

各賞 チーム名／氏名 高校名
自由デザイン部門
最優秀賞 該当無し ―
優秀賞 TNN 青森県立十和田工業高等学校
佳作 堀野　亜美 愛知県立鶴城丘高等学校
佳作 チーム産業 北海道名寄産業高等学校
CGアイディア部門：日常を彩る素敵なアイテム

最優秀賞 該当無し ―

優秀賞 該当無し ―
佳作 染次　一真 愛知県立鶴城丘高等学校
佳作 角木　恵太 第一学院高等学校新潟キャンパス

各賞 高校名
奨励学校賞 群馬県立前橋工業高等学校（機械科）
奨励学校賞 名古屋市立工芸高等学校

各賞 チーム名／氏名 高校名
テーマ部門：役に立つメカ
最優秀賞 該当無し ―
上田義弘賞 橋本　涼 群馬県立伊勢崎工業高等学校
優秀賞 田中　勇真 徳山工業高等専門学校
エコロジー賞 岡谷工業高等学校 長野県岡谷工業高等学校
審査員特別賞 該当無し ―
佳作 岐南工業高校　電子研究会 岐阜県立岐南工業高等学校
佳作 木村　洸介 秋田県立大曲工業高等学校

佳作 黒木　陸 岐阜県立岐南工業高等学校

佳作 マルチメディア部A 岐阜県立岐阜総合学園高等学校
佳作 大迫　藍 愛知県立鶴城丘高等学校
佳作 チームヒドロ 宮城県工業高等学校

テーマ部門・上田賞作品 テーマ部門・優秀賞作品 自由デザイン部門・優秀賞作品

審査結果

第31回日本工業大学建築設計競技

全国から192作品の応募。「風景を開く家」

審査結果 氏　　名 高校名 学科・学年

一等 　堀　一真 埼玉県立熊谷工業高等学校 建築科3年

二等 　犬飼　悠 三重県立四日市工業高等学校 建築科2年

三　等 ○山崎　創羽
　三村　雄太 兵庫県立神戸工業高等学校 建築科3年

審査員賞
（宮晶子） 　宇佐美　皓大 愛知県立半田工業高等学校 建築科３年

審査員賞
（勝木祐仁） 　横尾　珠希 国立東京工業大学附属科学技術高等学校 立体造形・ディジタ

ルデザイン分野3年

審査員賞
（竹内宏俊） 　及川　このみ 北海道苫小牧工業高等学校（定時制） 建築科4年

佳　作 ○杉本　彩華
　岡西　雛子 広島市立広島工業高等学校 建築科３年

佳　作
○市薗　祐也
　森田　翔也
　山崎　創羽

兵庫県立神戸工業高等学校
建築科2年
建築科2年
建築科3年

佳　作 　姫子松　龍 愛知県立半田工業高等学校 建築科３年

佳　作 　植松　駿 静岡県立科学技術高等学校 建築デザイン科２年

佳　作 　児玉　優 大分県立大分工業高等学校 建築科２年

佳　作 　佐野　愛 大分県立鶴崎工業高等学校 建築科３年

審査結果 氏　　名 高校名 学科・学年

佳　作 ○谷本　璃空
　畠山　育夢 北海道名寄産業高等学校 建築システム科３年

奨励賞 　渡邉　良雅 埼玉県立熊谷工業高等学校 建築科２年

奨励賞 　矢田　真里奈 三重県立伊勢工業高等学校 建築科２年

奨励賞 　伊勢　桃香 埼玉県立春日部工業高等学校 建築科３年

奨励賞 　神谷　瞭太 東京都立田無工業高等学校 建築科３年

奨励賞 　四條　ひなた 大阪市立工芸高等学校 インテリアデザイン科2年

奨励賞 　時吉　遼 愛知県立愛知総合工科高等学校 建設科２年

奨励賞 　松尾　和輝 神戸市立科学技術高等学校 都市工学科３年

奨励賞 　山本　凜 神戸市立科学技術高等学校 都市工学科2年

奨励賞 　清水　広行 北海道苫小牧工業高等学校（定時制） 建築科２年

奨励賞 　深見　元 熊本県立熊本工業高等学校 インテリア科３年

奨励賞 　工藤　有希 北海道札幌工業高等学校 建築科３年

奨励賞 　岩倉　純平 静岡県立島田工業高等学校 建築科３年

奨励賞 　渡邉　風夏 大分県立大分工業高等学校 建築科２年

奨励学校賞 ― 福島県立福島工業高等学校 ―

奨励学校賞 ― 大阪市立工芸高等学校 ―

※奨励学校賞：応募多数校

　今回は「風景を開く家」をテーマとし、全国から
60校、192作品の応募があった。入賞作品は
11月30日までLCセンターで展示される。

【審査委員長の講評】
　家というものは、個人の持ちものでありながら、
道行く人の目に触れ、それらが集まって風景をつく
りだし、人々の生活の一部になっていきます。
　そして、風景と呼べるものになっていくためには、
単に見えている物理的な関係では語りきれない、
人と人との関係や、時間的、心理的な関わりも影
響するでしょう。
　建築物として既存の「風景に

4

開く」だけではな
く、どうしたらそのような関係を生み出すことができ
るのか。みなさんは自分たちの街を風景としてどの
ようにとらえているのか。「風景を

4

開く」ために、ひ
とつの家から想像力を広げて考えてほしいと思い、
この課題を出題しました。
　今回の応募作品からは「風景を開く家」とはど
うあるべきか、真摯に考えて取り組んでくれている
ことが伝わってきて、嬉しい気持ちで審査すること
ができました。参加してくださった高校生のみなさ
ん、ありがとうございました。
 宮晶子（建築家）

1等の作品「縦と横にひらく住まい」

入賞者 ○印は共同作品の代表者
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
加
工
学
会

第
4
回
技
術
進
歩
賞
受
賞

電
子
情
報
通
信
学
会

優
秀
発
表
賞・優
秀
研
究
賞

品
質
工
学
会
貢
献
賞

「
金
賞
」
受
賞

機
械
工
学
科　

村
田
研
究
室

機
械
工
学
科　

二
ノ
宮
進
一
教
授

年
機
械
工
学
専
攻
修
了
の
菱

田
智
大
氏
（
村
田
研
究
室
）

が
、
一
般
社
団
法
人
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
成
形
加
工
学
会
の
第

４
回
技
術
進
歩
賞
を
受
賞
し

た
。
受
賞
論
文
名
は

「
金
型
内
コ
ア
ピ
ン
駆

動
法
に
よ
る
ウ
ェ
ル
ド

ラ
イ
ン
強
度
お
よ
び
寸

法
安
定
性
の
改
善
」。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
射
出

成
形
で
は
、
ウ
ェ
ル
ド

ラ
イ
ン
と
呼
ば
れ
る
成

形
品
欠
陥
が
発
生
し
、

成
形
品
の
外
観
品
質
や

機
械
的
強
度
の
低
下
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

茂
木
君
が
開
発
し
た
金

型
内
コ
ア
ピ
ン
駆
動
法

　

６
月
14
日
、
機
械
工
学
科

の
村
田
泰
彦
教
授
、
機
械
シ

ス
テ
ム
工
学
専
攻
博
士
後
期

課
程
２
年
の
茂
木
淳
志
君

（
村
田
研
究
室
）、
２
０
１
２

は
、
射
出
成
形
金
型
の
ラ
ン

ナ
内
に
コ
ア
ピ
ン
を
設
置

し
、
こ
れ
を
駆
動
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
ウ
ェ
ル
ド
ラ
イ
ン

を
抑
止
し
た
り
、
成
形
品
の

寸
法
精
度
を
向
上
さ
せ
た
り

す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
加
工
分

野
の
進
歩
に
貢
献
す
る
独
創

性
と
高
い
将
来
性
を
有
し
た

技
術
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。

　

機
械
的
強
度
が
必
要
と
さ

れ
る
自
動
車
な
ど
の
構
造
部

材
に
は
金
属
材
料
が
広
く
用

い
ら
れ
て
き
た
が
、
本
成
形

法
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
軽
さ

と
賦
形
性
の
良
さ
を
活
か
し

た
、
金
属
に
替
わ
る
製
品
の

製
造
が
可
能
と
な
っ
た
。

左から茂木淳志氏（PLAMO）、菱田智大氏（PLAMO）、村田泰彦教授

　

機
械
工
学
科
の
二
ノ
宮
進

一
教
授
が
６
月
23
日
、
品
質

工
学
会
よ
り
、
学
会
に
対
し

て
顕
著
な
貢
献
を
し
た
と
し

て
表
彰
さ
れ
、
金
メ
ダ
ル
を

授
与
さ
れ
た
。

　

品
質
工
学
は
技
術
開
発
、

新
製
品
開
発
を
効
率
的
に
行

う
開
発
技
法
で
「
社
会
的
損

失
の
最
小
化
」「
個
人
の
自

由
の
和
の
拡
大
」
な
ど
頭
脳

労
働
の
生
産
性
の
改
善
を
目

的
と
す
る
。
同
教
授
は
大
型

プ
ラ
ン
ト
の
硬
化
肉
盛
補
修

技
術
に
品
質
工
学
を
適
用

し
、
施
工
条
件
の
最
適
化
に

成
功
。
平
成
27
年
に
論
文
賞

（
精
密
測
定
技
術
振
興
財
団

賞
）
を
受
賞
し
た
。
さ
ら
に

硬
質
材
料
の
耐
摩
耗
評
価
技

術
の
開
発
に
も
応
用
し
、
共

同
研
究
企
業
と
の
特
許
化
を

実
現
し
た
。
こ
れ
ら
研
究
の

一
部
は
平
成
25
年
、
27
年
の

二
ノ
宮
研
究
室
修
士
論
文
の

研
究
と
し
て
取
り
組
ま
れ
、

卒
業
生
２
名
が
品
質
工
学
学

生
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

ま
た
同
教
授
は
日
本
規
格

協
会
ロ
バ
ス
ト
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｊ
Ｉ
Ｓ
原
案
作
成
委
員
会
の

委
員
と
し
て
活
動
し
て
お

り
、
昨
年
12
月
に
は
「
新
技

術
及
び
新
製
品
開
発
プ
ロ
セ

ス
の
た
め
の
統
計
的
方
法
の

応
用
〜
ロ
バ
ス
ト
パ
ラ
メ
ー

タ
設
計（
Ｒ
Ｐ
Ｄ
）」
が
日
本

工
業
規
格
に
制
定
さ
れ
た
。

　

同
教
授
は
現
在
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
変
換
や
音
響
を
活
用
し

た
生
産
現
場
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
企
業
と
の
共

同
研
究
や
技
術
指
導
に
も
尽

力
す
る
。
受
賞
に
際
し
「
研

究
活
動
が
評
価
さ
れ
大
変
光

栄
だ
。
信
頼
性
の
高
い
も
の

づ
く
り
の
実
現
の
た
め
、
品

質
工
学
は
ま
す
ま
す
有
用
な

技
術
に
な
る
。
大
学
院
で
の

授
業
や
企
業
指
導
な
ど
、
人

材
育
成
面
で
も
貢
献
し
て
い

き
た
い
」と
抱
負
を
語
っ
た
。

無
線
メ
ッ
シ
ュ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
に
関
す
る
検
討
」。

編
隊
飛
行
す
る
ド
ロ
ー
ン
が

任
意
の
指
向
性
ビ
ー
ム
（
電

波
）
を
用
い
て
無
線
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
。
空
中
で
の

高
速
通
信
を
実
現
す
る
こ
と

で
、
地
形
や
建
物
に
依
存
し

な
い
、
柔
軟
で
迅
速
な
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
実
現
で
き

る
。
災
害
地

で
の
迅
速
な

情
報
収
集
、

複
雑
な
建
造

物
の
簡
易
３

Ｄ
ス
キ
ャ
ニ

ン
グ
、
ス

ポ
ー
ツ
中
継

の
多
視
点
リ

ア
ル
タ
イ
ム
映
像
配
信
な
ど

へ
の
適
用
が
期
待
さ
れ
る
。

　

受
賞
に
際
し
徳
江
君
は

「
指
導
教
員
の
平
栗
先
生
ほ

か
研
究
室
メ
ン
バ
ー
に
大
変

感
謝
し
て
い
る
。
ド
ロ
ー
ン

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
大
変
夢
の

あ
る
研
究
テ
ー
マ
で
あ
り
、

実
現
を
目
指
し
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
た
。

数
々
の
賞
を
受
賞
し
た
本
研

究
も
最
終
段
階
を
迎
え
て
お

り
、
今
後
は
総
括
と
な
る
査

読
付
き
学
術
論
文
の
執
筆
に

全
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
意

欲
的
に
語
っ
た
。

ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
無
線

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
研
究

で
優
秀
研
究
賞
受
賞

　

ま
た
８
月
27
日
に
は
、
電

気
電
子
工
学
科
４
年
の
徳
江

健
太
君
（
平
栗
研
究
室
）
が

同
学
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ク
オ
リ
テ
ィ
研
究
会
の
第

２
回
Ｃ
Ｑ
学
生
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
優
秀
研

究
賞
を
受
賞
し
た
。
受
賞
研

究
名
は
「
ド
ロ
ー
ン
へ
の
無

線
デ
バ
イ
ス
実
装
方
法
及
び

し
た
。
受
賞
論
文
名
は
「
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
お
け
る
Ｓ
Ｖ
Ｃ

を
用
い
た
伝
送
速
度
適
応
選

択
に
よ
る
マ
ル
チ
キ
ャ
ス
ト

配
信
の
一
検
討
」。

　

本
研
究
の
提
案
で
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
、
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
な
ど
端
末

形
態
ご
と
に
最
適
化
さ
れ
た

画
質
が
提
供
可
能
と
な
り
、

基
地
局
か
ら
離
れ
た
場
合
で

も
、
高
品
質
な
映
像
の
視
聴

が
可
能
と
な
る
。

　

設
樂
君
は

「
指
導
教
員

の
平
栗
先
生

を
は
じ
め
共

著
者
の
方
々

に
大
変
感
謝

し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
マ
ル
チ
キ
ャ

ス
ト
配
信
の
研
究
で
優
秀
発

表
賞
受
賞

　

電
子
情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学

専
攻
博
士
前
期
課
程
２
年
の

設
樂
勇
君
（
平
栗
研
究
室
）

が
７
月
27
日
、
電
子
情
報
通

信
学
会
通
信
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ

通
信
方
式
研
究
会
（
Ｃ
Ｓ
研

究
会
）
の
学
生
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
通

信
方
式
研
究
会
学
生
セ
ッ

シ
ョ
ン
優
秀
発
表
賞
を
受
賞

一
・
は
じ
め
に

　

第
50
期
決
算
、
第
51
期
予

算
が
監
査
法
人
及
び
法
人
監

事
の
監
査
を
受
け
、
法
人
理

事
会
・
評
議
員
会
で
承
認
決

定
さ
れ
た
た
め
、
こ
こ
に
財

務
諸
表
を
お
知
ら
せ
し
、
関

係
各
位
の
ご
理
解
と
引
き
続

き
の
ご
協
力
・
ご
支
援
を
お

願
い
す
る
。

　

平
成
28
年
度
（
２
０
１
６

年
度
）
に
本
学
が
行
っ
た
主

な
事
業
等
は
次
の
通
り
。

○
大
学
設
立
50
周
年
事
業

　

第
Ⅰ
期
工
事
と
し
て
、
学

生
生
活
環
境
の
充
実
の
た

め
、
新
食
堂
棟
・
学
生
ク
ラ

ブ
棟
の
新
築
、
中
庭
の
改
修

お
よ
び
第
二
食
堂
の
拡
大
改

修
工
事
を
行
っ
た
。
４
月
か

ら
利
用
が
開
始
さ
れ
、
多
く

の
学
生
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
学
内
の
桜
の
名

所
に
ち
な
み
、
新
食
堂
棟
、

学
生
ク
ラ
ブ
棟
の
所
在
場
所

は
「
さ
く
ら
プ
ラ
ザ
」
と
名

付
け
ら
れ
た
。

　

第
Ⅱ
期
工
事
と
し
て
、
旧

食
堂
の
解
体
工
事
が
始
ま

り
、
跡
地
に
は
７
階
建
の

「
多
目
的
講
義
棟
」
が
建
設

中
。
完
成
は
来
年
の
12
月
の

予
定
。

○
昨
年
か
ら
の
継
続
事
業
で

あ
る
中
庭
の
改
修
工
事
「
池

と
遊
歩
道
」
が
完
成
し
た
。

水
草
を
利
用
し
た
濾
過
方
式

を
取
り
入
れ
、
ビ
オ
ト
ー
プ

を
実
現
し
た
。

二
・
平
成
28
年
度
決
算
に
つ

い
て

　

会
計
基
準
が
改
正
さ
れ
２

期
目
の
決
算
と
な
っ
た
。
主

た
る
財
務
諸
表
に
つ
い
て
説

明
す
る
。「
資
金
収
支
計
算

書
」（
別
表
１
）は
、
当
該
年

度
の
教
育
研
究
等
の
諸
活
動

に
対
す
る
す
べ
て
の
収
入
と

支
出
の
内
容
及
び
支
払
資
金

（
現
預
金
）
の
て
ん
末
を
明

ら
か
に
し
た
も
の
。「
事
業

活
動
収
支
計
算
書
」（
別
表

２
）
は
、
①
教
育
活
動
収
支

②
教
育
活
動
外
収
支
③
特
別

収
支
の
３
つ
の
活
動
に
区
分

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
毎

に
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
示
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
経
営
状
態
を

明
ら
か
に
し
た
も
の
。「
貸

借
対
照
表
」（
別
表
３
）
は
、

年
度
末
に
お
け
る
財
政
状
態

を
明
ら
か
に
し
た
も
の
。

「
事
業
活
動
収
支
計
算
書
」

（
別
表
２
）

　

事
業
活
動
収
支
計
算
書

は
、
大
学
の
経
営
状
態
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
、
企
業

会
計
に
お
け
る
損
益
計
算
書

に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

①
教
育
活
動
収
支

　

大
学
の
教
育
活
動
に
係
る

収
支
状
況
を
表
す
教
育
活
動

収
支
差
額
は
10
億
５
７
０
０

万
円
と
な
っ
た
。
収
入
の
主

な
内
訳
は
、
学
生
生
徒
等
納

付
金
62
億
４
０
０
０
万
円

（
予
算
対
比
１
億
９
８
０
０

万
円
）、
手
数
料
は
７
１
０

０
万
円
、
経
常
費
等
補
助
金

は
４
億
７
５
０
０
万
円
で

あ
っ
た
。
人
件
費
は
27
億
８

２
０
０
万
円
、
教
育
研
究
経

費
は
24
億
８
２
０
０
万
円
、

管
理
経
費
は
６
億
８
２
０
０

万
円
と
な
っ
た
。

②
教
育
活
動
外
収
支

　

財
務
活
動
な
ど
の
教
育
活

動
以
外
の
経
常
的
な
活
動
に

係
る
収
支
状
況
を
表
す
教
育

活
動
外
収
支
差
額
は
３
億
８

６
０
０
万
円
の
支
出
超
過
と

な
っ
た
。
受
取
利
息
配
当
金

収
入
・
借
入
金
等
利
息
支
出

が
主
た
る
も
の
。

③
特
別
収
支

　

経
常
的
な
活
動
以
外
の
臨

時
的
な
活
動
に
係
る
収
支
状

況
を
表
す
特
別
収
支
差
額
は

２
０
０
０
万
円
の
支
出
超
過

と
な
っ
た
。
こ
の
要
因
は
建

設
事
業
に
伴
う
建
物
の
処
分

差
額
に
よ
る
も
の
。

○
総
括

　

結
果
、
事
業
活
動
収
入

（
①
②
③
の
収
入
計
）
は
72

億
７
２
０
０
万
円
、
事
業
活

動
支
出
（
①
②
③
の
支
出

計
）は
66
億
２
０
０
０
万
円
。

差
額
で
あ
る
基
本
金
組
入
前

当
年
度
収
支
差
額
は
６
億
５

１
０
０
万
円
と
な
っ
た
。
こ

こ
か
ら
学
校
法
人
の
諸
活
動

を
永
続
的
に
維
持
す
る
た
め

の
基
本
金
組
入
額
３
億
６
５

０
０
万
円
を
差
し
引
い
た
当

年
度
収
支
差
額
は
２
億
８
６

０
０
万
円
の
収
入
超
過
と
な

り
、
堅
調
な
大
学
運
営
が
行

わ
れ
た
。
尚
、
基
本
金
の
取

崩
は
教
育
研
究
用
機
器
備
品

の
除
却
に
よ
る
も
の
（
別
表

５
財
務
関
係
比
率
を
参
照
）

三
・
平
成
29
年
度
予
算
に
つ

い
て
（
資
金
収
支
予
算
書
）

（
別
表
４
）

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
大
学

設
立
50
周
年
を
意
識
し
た
予

算
と
な
っ
た
。
収
入
の
部
で

は
、
学
生
生
徒
等
納
付
金
、

補
助
金
収
入
を
中
心
に
行

い
、
施
設
設
備
工
事
で
は
第

Ⅱ
期
工
事
に
対
応
す
る
特
定

資
産
の
取
崩
等
を
見
込
ん
で

い
る
。
支
出
の
部
で
は
新
学

部
体
制
を
見
込
ん
だ
予
算
と

な
っ
た
。

四
・
む
す
び

　

本
年
、
大
学
は
設
立
50
周

年
を
迎
え
た
。
こ
れ
を
機
に

翌
年
度
か
ら
３
学
部
６
学
科

２
コ
ー
ス
に
学
部
学
科
を
再

編
す
る
。
大
学
の
更
な
る
進

化
・
発
展
の
た
め
に
は
、
関

係
各
位
の
皆
様
の
ご
理
解
が

不
可
欠
で
あ
り
、
引
き
続
き

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
る
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
る
。（
財
務
部
）

日
本
工
業
大
学
の
財
務
状
況

第
50
期
決
算
・
第
51
期
予
算

（別表１）資金収支計算書� 単位：千円
科目 予算 決算 差異

収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 6,041,984 6,240,467 △�198,483
手 数 料 収 入 73,530 71,334 2,196
寄 付 金 収 入 87,700 100,736 △�13,036
補 助 金 収 入 510,000 505,756 4,244
付 随 事 業・ 収 益 事 業 収 入 50,825 81,048 △�30,223
受 取 利 息・ 配 当 金 収 入 102,320 121,722 △�19,402
資 産 売 却 収 入 0 0 0
雑 収 入 67,809 79,801 △�11,992
借 入 金 等 収 入 2,676,000 2,661,000 15,000
前 受 金 収 入 2,053,771 2,193,820 △�140,049
そ の 他 の 収 入 1,307,947 1,166,612 141,335
資 金 収 入 調 整 勘 定 △�2,165,877 △�2,228,569 62,692
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 4,130,258 4,130,258 0
収 入 の 部 合 計 14,936,267 15,123,984 △�187,717

支出の部
人 件 費 支 出 2,865,497 2,803,367 62,130
教 育 研 究 費 支 出 1,952,509 1,532,095 420,414
管 理 経 費 支 出 736,138 637,314 98,824
借 入 金 等 利 息 支 出 17,200 17,085 115
借 入 金 等 返 済 支 出 98,420 98,420 0
施 設 関 係 支 出 1,802,000 2,281,911 △�479,911
設 備 関 係 支 出 393,989 315,413 78,576
資 産 運 用 支 出 1,372,500 1,426,481 △�53,981
そ の 他 の 支 出 766,571 649,117 117,454
予 備 費 100,000 100,000
資 金 支 出 調 整 勘 定 △�11,909 △�1,127,980 1,116,071
翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 4,843,353 6,490,761 △�1,647,408
支 出 の 部 合 計 14,936,267 15,123,984 △�187,717

（別表４）資金収支予算書� 単位：千円
科目 H28 H27 増減

収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 6,048,291 6,041,984 6,307
手 数 料 収 入 69,500 73,530 △�4,030
寄 付 金 収 入 93,466 87,700 5,766
補 助 金 収 入 455,000 510,000 △�55,000
付 随 事 業・ 収 益 事 業 収 入 48,638 33,825 14,813
受 取 利 息・ 配 当 金 収 入 102,320 102,320 0
資 産 売 却 収 入 0 0 0
雑 収 入 180,298 84,809 95,489
借 入 金 等 収 入 1,063,000 0 1,063,000
前 受 金 収 入 2,108,512 2,025,771 82,741
そ の 他 の 収 入 3,158,609 2,757,947 400,663
資 金 収 入 調 整 勘 定 △�2,193,820 △�2,167,354 △�26,466
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 6,490,761 4,130,258 2,360,503
収 入 の 部 合 計 17,624,576 13,680,790 3,943,786

科目 H28 H27 増減
支出の部
人 件 費 支 出 3,158,421 2,865,497 292,924
教 育 研 究 費 支 出 1,514,198 1,952,509 △�438,311
管 理 経 費 支 出 852,930 736,138 116,792
借 入 金 等 利 息 支 出 30,873 17,200 13,673
借 入 金 等 返 済 支 出 98,420 98,420 0
施 設 関 係 支 出 4,102,904 1,704,000 2,398,904
設 備 関 係 支 出 268,482 393,989 △�125,507
資 産 運 用 支 出 1,302,500 1,272,500 30,000
そ の 他 の 支 出 2,752,062 866,570 1,885,492
〔 予 備 費 〕 100,000 100,000 0

0
資 金 支 出 調 整 勘 定 △�8,008 △�11,908 3,900
翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 3,451,794 3,685,875 △�234,081
支 出 の 部 合 計 17,624,576 13,680,790 3,943,786

（別表5）事業活動収支計算書の主要項目の分析表
主要項目の分析比率（％） H28 H27 増減

補 助 金/事 業 活 動 収 入 6.5% 6.1% 0.4%
人 件 費 / 経 常 収 入 38.7% 39.3% -0.6%
教 育 研 究 経 費/経 常 収 入 34.6% 32.7% 1.9%
管 理 経 費/経 常 収 入 9.5% 8.5% 1.0%
借 入 金 等 利 息/経 常 収 入 0.2% 0.3% -0.1%
人 件 費/学 生 生 徒 等 納 付 金 39.8% 46.7% -6.9%

（別表２）事業活動収支計算書（旧　消費収支計算書）� 単位：千円

教
育
活
動
収
支

収
入
の
部

科�目 予算 決算 差異
学生生徒等納付金 6,041,984 6,240,467 △�198,483
手数料 73,530 71,333 2,197
寄付金 46,700 57,793 △�11,093
経常費等補助金 455,000 475,219 △�20,219
付随事業収入 50,825 81,048 △�30,223
雑収入 67,809 79,844 △�12,035
教育活動収入計 6,735,848 7,005,704 △�269,856

支
出
の
部

科目 予算 決算 差異
人件費 2,862,649 2,782,846 79,803
教育研究経費 2,875,039 2,482,915 392,124
管理経費 777,518 682,005 95,513
徴収不能額等 0 0 0
教育活動支出計 6,515,206 5,947,766 567,440
�教育活動収支差額 220,642 1,057,938 △�837,296

教
育
活
動
外
収
支

収
入
の
部

科目 予算 決算 差異
受取利息・配当金 102,320 104,541 △�2,221
その他の教育活動外収入 58,000 75,500 △�17,500
教育活動外収入計 160,320 180,041 △�19,721

支
出
の
部

科目 予算 決算 差異
借入金等利息 17,200 17,085 115
その他の教育活動外支出 544,700 548,999 △�4,299
教育活動外支出計 561,900 566,084 △�4,184
教育活動外収支差額 △�401,580 △�386,043 △�15,537
経常収支差額 △�180,938 671,895 △�852,833

特
別
収
支

収
入
の
部

科目 予算 決算 差異
資産売却額 0 0 0
その他の特別収入 96,000 86,813 9,187
特別収入計 96,000 86,813 9,187

支
出
の
部

科目 予算 決算 差異
資産処分差額 0 86,001 △�86,001
その他の特別支出 0 20,937 △�20,937
特別支出計 0 106,938 △�106,938

特別収支差額 96,000 △�20,125 116,125
〔予備費〕 100,000 0 100,000
基本金組入前当年度収支差額 △�184,938 651,770 △�836,708
基本金組入額合計 △�897,000 △�365,000 △�532,000
当年度収支差額 △�1,081,938 286,770 △�1,368,708
前年度繰越収支差額 △�2,406,114 △�2,406,114 0
基本金取崩額 0 98,085 △�98,085
翌年度繰越収支差額 △�3,488,052 △�2,021,259 △�1,466,793
（参考）
事業活動収入計 6,992,168 7,272,558 △�280,390
事業活動支出計 7,177,106 6,620,788 556,318
経常収入（教育活動収入計＋教育活動外収入計） 6,896,168 7,185,745 △�289,577

（別表３）貸貸借対照表� 単位：千円
資産の部

科目 H28 H27 増減
固定資産 46,206,751 44,151,712 2,055,039
��有形固定資産 21,057,511 19,507,318 1,550,193
��特定資産 25,146,248 24,641,402 504,846
��その他の固定資産 2,992 2,992 0
流動資産 6,561,607 4,328,775 2,232,832

合���　���計 52,768,358 48,480,487 4,287,871

負債の部
科目 H28 H27 増減

負債の部 8,394,587 4,758,487 3,636,100
　固定負債 4,522,867 1,959,872 2,562,995
　流動負債 3,871,720 2,798,615 1,073,105

合����　��計 8,394,587 4,758,487 3,636,100

純資産の部
科目 H28 H27 増減

基本金 46,395,029 46,128,114 266,915
繰越収支差額 △�2,021,258 △�2,406,114 384,856

合���　���計 44,373,771 43,722,000 651,771
負債及び純資産の部合計 52,768,358 48,480,487 4,287,871
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各
種
メ
デ
ィ
ア
、イ
ベ
ン
ト
で

新
学
部
学
科
を
Ｐ
Ｒ

国
際
交
流
の
つ
ど
い

２
０
１
７

宮代町
だより

209号

　

外
国
文
化
に
触
れ
る
こ

と
の
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
外
国
人
に
よ
る
日
本

語
ス
ピ
ー
チ
や
外
国
と
日
本

の
伝
統
芸
能
、
世
界
の
料

理
を
堪
能
し
な
が
ら
、
多

く
の
国
の
方
々
と
交
流
が

で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

12
月
10
日
（
日
）

16
時
30
分
〜
19
時

会
場　

進
修
館
大
ホ
ー
ル

参
加
費　

大
人
６
０
０

円
、
小
学
生
４
０
０
円
、

小
学
生
未
満
無
料

申
込
・
問
合　

11
月
６
日

（
月
）
９
時
〜
町
人
権
推

進
室
０
４
８
０
・
34
・
１

１
１
１
内
線
２
１
０

※
チ
ケ
ッ
ト
事
前
受
付
購

入
制
で
す
。
定
員
に
達
し

次
第
受
付
終
了
と
な
り
ま

す
。

▼
七
五
三
（
し
ち

ご
さ
ん
）
と
は
、

７
歳
、
５
歳
、
３

歳
の
子
ど
も
の
成

長
を
祝
う
日
本
の

年
中
行
事
で
あ
る
。

神
社
な
ど
で
「
七

五
三
詣
で
」
を
し
て
、
報
告

感
謝
、
祈
願
を
行
う
奉
告
祭

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。▼
こ
の

事
は
周
知
の
事
実
で
あ
ろ
う
。

数
え
年
３
歳
は
主
に
女
子
、

５
歳
は
男
子
、
７
歳
は
女
子

と
発
祥
と
言
わ
れ
る
関
東
地

方
で
は
考
え
ら
れ
て
い
る
よ

う
だ
。▼
で
は
、
七
五
三
が
十

一
月
十
五
日
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
か
ら

だ
ろ
う
か
。
各
種
文
献
を
調

べ
て
み
る
と
江
戸
時
代
の
元

禄
年
間
だ
っ
た
ら
し
い
。
そ

し
て
こ
の
日
に
固
定
さ
れ
る

き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
は
五
代

将
軍
・
徳
川
綱
吉
と
の
こ
と
。

跡
取
り
で
あ
る
徳
松
の
「
髪

置
き
」
の
お
祝
い
を
１
６
８

１
年
の
十
一
月
十
五
日
に
行
っ

た
こ
と
が
始
め
ら
し
い
。▼
以

来
、
庶
民
も
こ
の
日
に
七
五

三
の
行
事
を
行
う
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
後
、
江
戸
の

呉
服
屋
が
こ
の
習
慣
を
宣
伝

し
、
七
五
三
用
の
晴
れ
着
を

売
り
出
し
た
そ
う
だ
。▼
皆
さ

ん
の
幼
少
時
を
思
い
出
し
て

み
た
ら
い
か
が
だ
ろ
う
。【
信
】

編 集 後 記

購買の対象商品が20円引きに!!
【
任
用
】（
９
月
１
日
付
）

◆
伊
藤
大
輔
准
教
授
（
生
活
環

境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

◆
関
根
路
代
講
師
（
共
通
教
育

系
）

【
任
命
】（
９
月
１
日
）

◆
Ｉ
Ｒ
室
長
兼
担　

神
雅
彦
教

授◆
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ

ス
室
長
兼
担　

神
雅
彦
教
授

◆
地
域
連
携
統
括
セ
ン
タ
ー
長

兼
担　

菊
地
信
一
教
授

◆
Ｉ
Ｒ
室
長
補
佐
・
教
務
課
長

補
佐
兼
務　

村
上
隆
之

◆
地
域
連
携
統
括
セ
ン
タ
ー
主

任
・
学
生
支
援
部
就
職
支
援
課

主
任
兼
務　

貞
包
利
文

◆
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ

サ
ー
・
教
育
研
究
推
進
室
兼
務　

津
留
広
明

（
10
月
１
日
）

◆
も
の
づ
く
り
環
境
学
科
主
任　

丹
澤
祥
晃
教
授

◆
電
気
電
子
工
学
科
主
任　

青

柳
稔
教
授

◆
建
築
学
科
主
任　

西
本
真
一

教
授

◆
共
通
教
育
系
主
任　

佐
藤
杉

弥
教
授

◆
環
境
共
生
シ
ス
テ
ム
学
専
攻

幹
事　

八
木
田
浩
史
教
授

◆
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
幹

事　

二
ノ
宮
進
一
教
授

◆
学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
長
兼
担

岩
﨑
利
信
教
授

◆
学
生
相
談
室
長　

川
合
耕
一
郎

人
事
異
動

◆
先
端
材
料
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
主
任　

鈴
木
学
助
手

【
配
置
換
】（
９
月
１
日
）

◆
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー　

橋
本

秀
一
講
師
→
産
学
連
携
起
業
教

育
セ
ン
タ
ー

◆
劉
雯
准
教
授
（
共
通
教
育
系
）

／
出
張
先
＝
台
湾
（
７
／
６
〜

７
／
10
）
／
目
的
＝
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ

Ｏ
主
催
台
湾
留
学
フ
ェ
ア
ー
に

お
け
る
学
生
募
集
活
動

◆
西
本
真
一
教
授
（
建
築
学
科
）

／
出
張
先
＝
エ
ジ
プ
ト
（
８
／

３
〜
８
／
23
）
／
目
的
＝
エ
ジ

プ
ト
古
代
建
築
調
査

◆
鈴
木
宏
典
教
授
（
も
の
づ
く

り
環
境
学
科
）
／
出
張
先
＝
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
（
８
／
31
〜
９
／

４
）
／
目
的
＝
米
国
電
気
学

会
・
第
２
回
先
進
交
通
工
学
国

際
会
議
で
の
研
究
発
表

◆
神
林
靖
准
教
授
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
イ
ギ
リ
ス

（
９
／
６
〜
９
／
10
）
／
目
的

＝
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
知
的
シ
ス
テ
ム
国

際
会
議
に
て
研
究
発
表

◆
那
須
秀
行
教
授
（
建
築
学
科
）

／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
９
／
６

〜
９
／
18
）
／
目
的
＝
２
×
４

木
造
建
築
工
房
に
よ
る
カ
ナ
ダ

研
修
所
で
の
建
設
作
業
指
導

◆
勝
木
祐
仁
准
教
授
（
生
活
環

境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）
／
出
張
先

＝
カ
ナ
ダ
（
９
／
６
〜
９
／

18
）
／
目
的
＝
同
前

◆
野
口
憲
治
助
手
（
建
築
学
科
）

国
外
出
張

／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
９
／
６

〜
９
／
18
）
／
目
的
＝
同
前

◆
櫛
橋
康
博
准
教
授
（
創
造
シ

ス
テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝

カ
ナ
ダ
（
９
／
６
〜
９
／
10
）

／
目
的
＝
カ
ナ
ダ
研
修
所
及
び

Ｌ
ｅ
ｔ
ｈ
ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
ｇ
ｅ
Ｃ
ｏ

ｌ
ｌ
ｅ
ｇ
ｅ
に
て
出
前
授
業
な

ら
び
に
進
学
指
導

◆
勝
木
祐
仁
准
教
授
（
生
活
環

境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）
／
出
張
先

＝
カ
ナ
ダ
（
９
／
８
〜
９
／
９
）

／
目
的
＝
同
前

◆
上
野
貴
博
教
授
（
電
気
電
子

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ
リ

カ
（
９
／
９
〜
９
／
15
）
／
目

的
＝
第
63
回
米
国
電
気
電
子
学

会
電
気
接
点
国
際
会
議
に
て
研

究
発
表

◆
吉
田
清
教
授
（
電
気
電
子
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ

（
９
／
９
〜
９
／
15
）
／
目
的

＝
第
63
回
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
ホ
ル
ム
会

議
に
お
い
て
研
究
発
表

◆
石
原
次
郎
教
授
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
メ
キ
シ
コ

（
９
／
18
〜
９
／
29
）
／
目
的

＝
『
Ｚ
ｏ
ｎ
ａ 

Ｍ
ａ
ｃ
ｏ 

Ｆ

ｏ
ｔ
ｏ
２
０
１
７
』
及
び
『
Ｉ

ｍ
ｐ
ｕ
ｌ
ｓ
ｏ 

Ｍ
ｅ
ｘ
ｉ
ｃ

ｏ 

Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ 

Ｅ
ｘ
ｈ
ｉ
ｂ

ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
』
で
の
作
品
発
表

◆
桑
原
拓
也
准
教
授
（
も
の
づ

く
り
環
境
学
科
）
／
出
張
先
＝

ア
メ
リ
カ
（
９
／
30
〜
10
／
７
）

／
目
的
＝
米
国
電
気
電
子
学
会

産
業
応
用
部
門
年
次
大
会
で
の

研
究
発
表

◆
雨
宮
隆
教
授
（
も
の
づ
く
り

環
境
学
科
）
／
出
張
先
＝
ベ
ト

ナ
ム
（
10
／
15
〜
10
／
19
）
／

目
的
＝
ア
ジ
ア
高
分
子
材
料
加

工
学
会
で
の
研
究
発
表

◆
鈴
木
宏
典
教
授
（
も
の
づ
く

り
環
境
学
科
）
／
出
張
先
＝
オ

ラ
ン
ダ
（
10
／
16
〜
10
／
21
）

／
目
的
＝
道
路
安
全
・
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
国
際
会
議
２
０
１

７
で
の
研
究
発
表

◆
鈴
木
宏
典
教
授
（
も
の
づ
く

り
環
境
学
科
）
／
出
張
先
＝
タ

イ
（
10
／
26
〜
10
／
29
）
／
目

的
＝
タ
イ
高
速
道
路
で
の
時
間

地
図
作
成
に
関
す
る
研
究
打
合

わ
せ
及
び
大
量
輸
送
機
関
調
査

◆
大
野
修
一
准
教
授
（
共
通
教

育
系
）
／
出
張
先
＝
韓
国
（
10

／
26
〜
10
／
31
）
／
目
的
＝
韓

国
、
高
麗
大
学
の
教
授
と
の
共

同
研
究

◆
竹
村
暢
康
准
教
授
（
電
気
電

子
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
タ
イ

（
10
／
30
〜
11
／
３
）
／
目
的

＝
２
０
１
７
年
ア
ン
テ
ナ
・
伝

搬
に
関
す
る
国
際
会
議
に
お
け

る
研
究
発
表

◆
生
駒
哲
一
教
授
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
タ
イ
（
10
／

31
〜
11
／
２
）
／
目
的
＝
２
０

１
７
年
制
御
、
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
、
お
よ
び
情
報
科
学
に

関
す
る
国
際
会
議
に
て
研
究
発

表◆
佐
々
木
誠
教
授
（
建
築
学
科
）

／
出
張
先
＝
イ
ギ
リ
ス
（
11
／

２
〜
11
／
８
）
／
目
的
＝
イ
ギ

リ
ス
に
お
け
る
住
宅
団
地
及
び

既
成
市
街
地
の
経
年
変
化
と
維

持
管
理
に
関
す
る
調
査

◆
内
田
祐
一
教
授
（
も
の
づ
く

り
環
境
学
科
）
／
出
張
先
＝
韓

国
（
11
／
３
〜
11
／
４
）
／
目

的
＝
第
12
回
製
銑
製
鋼
の
科
学

技
術
に
関
す
る
日
韓
２
国
間

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
出
席
お

よ
び
討
議

◆
生
駒
哲
一
教
授
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
中
国
（
11
／

３
〜
11
／
５
）
／
目
的
＝
２
０

１
７
年
先
進
計
算
知
能
と
知
能

情
報
に
関
す
る
国
際
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
て
研
究
発
表

◆
神
野
健
哉
教
授
（
電
気
電
子

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
メ
キ
シ

コ
（
12
／
２
〜
12
／
11
）
／
目

的
＝
２
０
１
７
年
非
線
形
理
論

と
そ
の
応
用
に
関
す
る
国
際
会

議
に
て
研
究
発
表

小中学生対象のものづくり体験教室を実施

　小中学生と保護者を対象とした各種
体験教室は、理科や工業技術への興味
喚起を目的として、毎年夏休み期間中
に開催されている。講義、実験、実習、
製作などバラエティに富んだプログラ
ムが用意され、各学科および共通教育

　NITクリエイトは学生向けにスマートフォン用ア
プリを利用した商品割引クーポン発行サービスを
開始した。下記QRコード
より「CANPASSアプリ」
をダウンロードし、各種情
報の登録により利用できる。
スチューデントセンターの
購買部売店（仮店
舗）で対象となる
商 品 が20円 割り
引きとなる。

系の教員や学生が指導にあたった。小
中学生にとっては夏休みの自由研究の
テーマとして最適であり、また大学キャ
ンパスで大学教員から指導を受けられ
る貴重な機会とあって、各イベントと
も定員を超える盛況であった。

イベント名称 主な内容 実施日 参加数

中学生科学教室 ワイヤレス通信の簡単工作と実験 7/29（土） 14名

親子ものづくり教室 電子オルゴール制作など5テーマ 8/5（土） 97組

関東地区リフレッシュ理科教室 理科実験、星座盤投影機制作 8/19（土） 51名

子ども大学みやしろ 発電実験、わりばし鉄砲制作など 9・10月の計4回 57名

子ども大学すぎと 発電実験、わりばし鉄砲制作など 9・10月の計4回 57名

夏休みの自由研究として人気

親子ものづくり教室 関東地区リフレッシュ理科教室

新学部やオープンキャンパスをPR

子ども大学みやしろ 子ども大学すぎと

負傷者搬送訓練（8/31）

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
大
学
で
学
ぶ
た
め
の
基

礎
力
で
あ
る
日
本
語
教
育
を

テ
ー
マ
と
し
て
９
月
７
日
に

開
催
。
約
１
４
０
名
の
教
職

員
が
参
加
し
、
熱
心
な
議
論

が
行
わ
れ
た
。

　

初
め
に
、
外
部
講
師
と
し

て
招
い
た
愛
知
工
業
大
学
教

授
の
川
端
元
子
氏
よ
り
「
工

業
大
学
で
の
日
本
語
の
指

導
」
に
関
す
る
基
調
講
演
が

行
わ
れ
た
。
続
い
て
、
本
学

で
日
本
語
リ
テ
ラ
シ
ー
科
目

を
担
当
す
る
中
尾
比
早
子
講

師
よ
り
、
本
学
に
お
け
る

「
日
本
語
の
文
章
作
成
教
育
」

に
関
す
る
現
状
が
紹
介
さ
れ

た
。
共
通
す
る

教
育
目
的
は
レ

ポ
ー
ト
な
ど
の

文
章
の
書
き
方

の
基
本
、
論
理

展
開
や
叙
述
の

順
序
な
ど
を
習

得
す
る
こ
と
に

あ
る
。
授
業
で

は
学
生
が
与
え

ら
れ
た
テ
ー
マ

の
文
章
を
書

き
、
教
員
が
添

削
指
導
す
る
地
道
な
方
法
を

実
践
し
て
い
る
。
明
確
な
目

標
と
評
価
基
準
が
定
め
ら

れ
、
多
人
数
の
受
講
生
に
対

し
て
多
大
な
時
間
と
労
力
を

か
け
、
一
つ
ひ
と
つ
親
身
に

添
削
指
導
す
る
様
子
が
紹
介

さ
れ
た
。

　

ま
た
本
学
で
毎
年
１
年
生

と
４
年
生
に
実
施
し
て
い
る

「
日
本
語
Ｉ
Ｒ
Ｔ
テ
ス
ト
」

に
つ
い
て
、
教
育
研
究
推
進

室
の
津
留
広
明
室
員
か
ら
試

験
の
分
析
結
果
が
紹
介
さ
れ

た
。
本
学
入
学
生
の
日
本
語

レ
ベ
ル
が
私
立
大
学
全
体
平

均
並
み
で
あ
る
こ
と
、
学
科

に
よ
る
成
績
の
違
い
、
３
年

間
に
お
け
る
能
力
向
上
度
な

ど
が
説
明
さ
れ
、
教
職
員
間

で
問
題
意
識
が
共
有
さ
れ

た
。

　

２
０
１
８
年
４
月
よ
り
本

学
は
３
学
部
６
学
科
２
コ
ー

ス
へ
と
改
編
す
る
。
本
学
の

魅
力
を
各
種
メ
デ
ィ
ア
・
イ

ベ
ン
ト
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

◆
電
車
内
広
告
：
本
学
教
員

の
研
究
内
容
を
紹
介
す
る
ポ

ス
タ
ー
「
ト
レ
イ
ン
ラ
ボ
」

を
東
武
線
全
線
の
電
車
内
に

４
月
か
ら
９
月
ま
で
掲
出
。

本
学
Ｈ
Ｐ
に
も
動
画
や
解
説

付
き
で
公
開
し
て
い
る
。

◆
電
車
車
体
広
告
：
東
武

ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン

も
１
か
月
間
放
映
予
定
。

◆
学
外
イ
ベ
ン
ト
：
新
設
の

応
用
化
学
科
・
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
学
科
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
Ｊ
Ｒ
秋
葉
原
駅
構
内
で

６
月
24
日
・
25
日
、
イ
オ
ン

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
（
越
谷
市
）

で
７
月
８
日
・
９
日
に
実

施
。
当
日
は
大
勢
の
方
に
本

学
の
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｖ
Ｒ

（
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ

テ
ィ
）、
ス
ラ
イ
ム
製
作
な

ど
を
体
験
い
た
だ
い
た
。

（
野
田
線
）
の
車
体
に
７
月

か
ら
来
年
１
月
ま
で
ラ
ッ
ピ

ン
グ
広
告
を
掲
出
し
て
い

る
。

◆
Ｃ
Ｍ
広
告
：
本
学
の
大
山

麻
里
教
授
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
た
新
学
部
学
科
紹
介
Ｃ
Ｍ

が
完
成
。
東
京
メ
ト
ロ
全
線

と
東
急
線
の
車
内
ビ
ジ
ョ
ン

に
７
月
10
日
か
ら
30
日
ま
で

放
映
さ
れ
た
。
ま
た
、福
島
・

新
潟
・
長
野
・
静
岡
の
フ
ジ

テ
レ
ビ
系
列
放
送
局
に
て
７

月
12
日
か
ら
８
月
５
日
ま
で

放
映
さ
れ
、
12
月
下
旬
か
ら

防
災
訓
練
実
施

教
職
員
・
学
生

　

８
月
31
日
、
宮
代
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
防
災
訓
練
が

実
施
さ
れ
た
。
学
生
、
教
職

員
、
近
隣
住
民
等
１
１
２
名

が
参
加
。
震
度
６
強
の
地
震

を
想
定
し
、
午
前
９
時
か
ら

身
の
安
全
を
確
保
す
る
シ
ェ

イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
、
避
難
訓

練
、
負
傷
者
搬
送
訓
練
、
初

期
消
火
訓
練
等
を
行
っ
た
。

ま
た
９
月
19
日
に
は
１
年
次

生
対
象
の
非
難
訓
練
を
実

施
。
１
０
３
４
名
が
参
加

し
、
防
災
意
識
を
高
め
た
。

日
本
語
の
教
育
に
つい
て
考
え
る

第
52
回
教
育
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

講師の川端氏

学部紹介冊子（漫画）を
制作


